
 

三重県知事のブラジル・サンパウロ訪問（８月 20日）の概要について 

                                       

（時刻は現地時間。時差は日本時間に対してマイナス 12時間） 

 

 一見知事は、令和５年８月 19日（土）夜、現地に到着し、８月 20日（日）に、ブラジ

ル三重県人文化援護協会（以下「三重県人会」という。）による記念式典に出席するとと

もに、在サンパウロ日本国総領事と面談を行いました。 

 一見知事の海外出張は、令和５年 1 月の台湾訪問、同年５月のスペイン訪問に続いて

３回目となります。 

 

１ ブラジル三重県人会創立 80周年・三重県人ブラジル移住 110周年等記念式典 

（１）日時 令和５年８月 20日（日）10時 00分から 15時 30分まで 

（２）場所 三重県人文化援護協会会館（サンパウロ市内） 

（３）参加者 約 240人 

  （三重県側） 一見知事、中森議長 ほか 

  （現地側来賓）在サンパウロ日本国総領事、JICAブラジル事務所、 

サンパウロ州議会、サンパウロ市議会、 

ブラジル都道府県人会連合会など 

 

（４）概要 

① 一見知事及び中森議長は、三重県人会が主催する「ブラジル三重県人会創立 80

周年、三重県人ブラジル移住 110 周年、三重県サンパウロ州姉妹提携 50 周年

記念式典」に出席しました。 

② 記念式典の挨拶で一見知事から、今回 10年ぶりに三重県知事が 31時間をかけ

てはるばる日本から式典に参加するためにサンパウロにやってきたことに言

及し、111 年前に海を渡った先人の苦労に思いを馳せるとともに、三重県から

移住された方々が、厳しい環境の中でも三重県人としての気概を失わずに道を

切り拓き、ブラジル社会で活躍されていることに深い感謝と敬意を表しました。

また、三重県人会が、サンパウロ州と三重県の交流において懸け橋として大き

な役割を果たしていただいていることに感謝を述べました。そして、今後の県

人会の持続的発展に向けて県としても連携していく旨を述べ、今年度中に、三

重県人会の次世代を担う若手３名を三重県へ招へいすることを発表しました。 

③ 次に、三重県から、「三重県海外功労者表彰」として、県人会活動や友好親善の

促進等の面で功績のあった３名に表彰状と海外功労章（メダル）を授与し、そ

の功績を称えるとともに、２名に感謝状を授与しました。（受賞者等については

別添１のとおり） 



（海外功労者表彰 渡部一誠様） 

（祝辞を述べる一見知事） （記念式典の様子） 

（アトラクション１：バストス昇竜太鼓） 

（アトラクション２：中森議長） （アトラクション３：阿修羅） 

④ 午後には、式典を祝してアトラクションが披露され、参加者が一体となって交

流を深めました。熊野市と姉妹提携を締結しているバストス市から参加したバ

ストス昇竜太鼓の演奏、三重県に剣道研修に訪れたことのある、三重県人会剣

道部などの２名の剣士による剣道形の披露などが行われ、三重県側からは、中

森議長による居合演武や、伊賀忍者特殊軍団阿修羅によるパフォーマンスが披

露され、会場が大いに盛り上がる中、記念式典は幕を閉じました。 

⑤ 式典に参加した他県県人会関係者から、今回の式典は、忍者や和太鼓など、三

重県と三重県人会の創意工夫により、三重県らしさがよく出ていた、今後の各

県人会の式典の模範になると高い評価を得ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

  



 

 

２ 在サンパウロ日本国総領事との面談 

（１）日時 令和５年８月 20日（日）19時 00分から 19時 30分まで 

（２）場所 在サンパウロ日本国総領事公邸 

（３）出席者 

（総領事館）桑名 良輔 総領事、吉田 佳代 副領事  

（三重県人会）広瀬 哲洋 会長、下川 孝 副会長、松本 茂 評議員会長 

（三重県側）一見知事、中森議長、三重県政策企画部国際戦略課長 

（４）概要 

① 一見知事と中森議長は、在サンパウロ日本国総領事と面談し、現地事情にかか

る説明を受けるとともに、三重県人会など現地日系社会との連携を通じた日本

とブラジルの交流促進について意見交換を行いました。 

② 桑名総領事から、国として南米日系社会との連携強化に力を入れており、その

意味で、ブラジルの 200 万人ともいわれる日系人の存在は大きく、三重県人会

と地方自治体の交流も重要である旨の発言がありました。 

③ 一見知事からは、今回のサンパウロ訪問にあたり、州政府との日程調整等、総

領事館による各種支援をいただいたこと、外務省の戦略的対外発信拠点である

ジャパン・ハウス サンパウロとの連携により、三重大学の「忍者セミナー」

と、三重の日本酒を紹介するセミナーを開催できることに感謝の意を伝えまし

た。また、サンパウロ州との交流において、三重県人会には、懸け橋として大き

な役割を果たしていただいており、大切な存在である旨述べました。 

④ これに対して桑名総領事から「ブラジルにおいて忍者の人気は非常に高く、日

本酒についても、この数年で着実に関心が高まっている。どちらも日本や三重

県への関心を高めるうえで有効な取組である。」とのコメントがありました。 

⑤ 最後に、一見知事から、県としては今後も国の中南米日系社会との連携強化の

施策を活用しながら、サンパウロ州との交流や三重県人会との連携に取り組ん

でいく考えであり、引き続き、総領事館からご支援をお願いしたい旨を伝えま

した。 

 

 


